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１．はじめに 

わが国では，人口減少と少子高齢化の急速な進展に

伴い，特に地方都市の中山間地域において，運転手不足

や不採算を理由とした民間路線バス撤退が相次いでい

る．それに伴い，交通空白地域が拡大し，特に高齢者の

移動の足の確保が困難となっている．こうした状況に

対応した移動支援策として，行政主導でデマンド型公

共交通（以下，デマンドタクシーとする）やコミュニテ

ィバス等の運行をしている．また，学校統廃合を契機と

してスクールバスの活用なども行われ，居住者の移動

への不安を軽減させる可能性などが示されている１）． 

国土交通省２）では，地域公共交通の確保には住民も

地域の足の確保の担い手となる，住民協働の公共交通

作りが重要としている．その住民協働型の公共交通を

成立させるためには地域の結束力が重要であり３），住民

同士の結束力を定量的に示す指標としてソーシャル・

キャピタル（以下，SCとする）概念がある４）．SC概念

を用いた既往研究は多数みられるが、住民主体型バス

の導入賛否などを評価する研究が多い例えば５）． 

高齢化が進む中山間地域は，先にも述べたデマンド

タクシーやスクールバスなどの交通インフラを効率的

に運営するとともに，住民との協働体制の構築が求め

られる．そこで本研究では，既設の公共交通システムの

利用状況と SC概念に基づいて，地区別に検討する． 

２．ケーススタディ対象地域の住民力の評価 

２．１ 調査概要 

 両地区の公共交通の現状の課題と住民協働型公共交

通が推進できるか否か把握するために，表－１に示す

アンケート調査と住民ワークショップ（以下，WSとす

る）を開催した． 

アンケート調査では，小糸・清和地区における地域公

共交通の現状を捉えるとともに，住民協働による公共

交通が可能か否か SC概念を用いて評価した． 

住民WSは，両地区で２回ずつ実施し，第１回WSで

は，住民の方々にアンケート調査結果を確認していた

だいたうえで両地区の課題を抽出した．第２回WSは，

現在進められている学校再編によるスクールバスの運

行方法も含めた改善案を示し，両地区の住民として受

容できる移動手段の改善方法を検討していただいた． 

表－１ 調査概要 

 

２．２ 君津市小糸・清和地区における公共交通の現状 

 アンケート結果より小糸・清和地区の公共交通の現

状を図－１に示す．両地区ともコミュニティバスおよ

び民間路線バスを利用している方は２割程度しかいな

いことが言える．また，運行本数が少ない，近くにバス

停がないなど利用者のニーズに合った運行となってい

ないことがわかる． 

 

図－１ 両地区の公共交通の利用状況 
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２．３ WSによる課題の抽出と改善案の検討  

 住民が主体となった公共交通整備の推進を目指し，

WSを両地区２回ずつ開催し，アンケート調査では把握

しきれなかった課題等を把握した． 

第１回 WS では，アンケート調査の集計結果を確認

した上で課題・要望の聴取を行い，デマンドタクシーの

導入，住民が共助の取り組みとして関わる施策の導入

等，住民提案として対応策を検討した． 

 第２回WSでは，両地区の交通改善案を作成し，参加

者に運行した場合に掛かる財政負担（見込み）を示しな

がら，グループワークを行い，提案に対して４点満点で

評価していただいた．提案した４案と地区別の優先順

位を表－２に示す． 

表－２ 公共交通改善案と両地区の住民による評価 

 

小糸地区では，両地区の幹線交通軸として民間路線

バスを延伸させ，フィーダー交通としてデマンドタク

シーを利用する案，清和地区は，民間路線バスと競合し

ても乗継による不便を解消させた君津駅へのコミュニ

ティバス直通案が最も評価された． 

３．住民協働型公共交通整備の可能性の検討 

住民 WS で示された改善案ではスクールバスを一般

混乗化するうえでの住民の相互理解，デマンドタクシ

ーと有償運行は，住民協働に関わる意識が醸成されて

いるか，改善案を実施した際の成果に直結する． 

そこで，SC 概念の『信頼』『規範』『ネットワーク』

の３つの構成要素に基づき，現状のコミュニティバス

のサービスレベルにより地区を Aから Rに 18区分し，

アンケート調査結果を用いて住民力を算出した．図－

２に算出結果と偏差値による相対評価結果を示す． 

住民協働を目指した公共交通整備には，住民力が高

く，地域コミュニティの結束力がある地域において住

民協働型公共交通の推進がしやすいといえる． 

小糸地区では，住民力が地区全体として低いが，清和

地区では，地区全体として住民力が高いことが示され

た．アンケート調査において算出した住民力では清和

地区が小糸地区に比べて総じて住民協働による公共交

通を受け入れる可能性が高い地区と評価できる．すな

わち，表－２の２位以下の改善案についても，受け入れ

る受容性が高いという結果が得られた． 

 

図－２ 住民力による評価結果 

４．おわりに 

 住民協働を目指した公共交通整備に，SC概念を用い

て地域の住民力および受容性を確認し，今後の対策に

おける方向性について検討することができた． 

 今後は学校統合の時期と呼応した移動手段の確保と

して，高校生の通学支援策，民間路線バスとの調整など，

新たな交通モードの具体化が課題である． 
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